
生活支援コーディネーター（SC）について 

 

１ 生活支援コーディネーター（SC）とは 

 生活支援コーディネーター（以下、SC）は、介護保険法における「生活支援体制整備事業」に基づ

き、高齢者が住み慣れた地域で尊厳を保ち、自立した生活を続けられるよう、介護保険制度の枠にと

どまらない多様な主体（地域住民、NPO、社会福祉法人、民間企業、老人クラブ、介護事業所など）

と連携し、地域全体で支える仕組みづくりを推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省（一部改変） 

出典：厚生労働省老健局「令和６年度地域支援事業実施要綱等の改正点について」 



２ 千葉市の生活支援コーディネーター 

 第１層生活支援コーディネーター 

  社会福祉法人又は社会福祉協議会に各区１名配置しています。 

  区域を担当し、第２層生活支援コーディネーターと連携しながら活動します。 

 

 第２層生活支援コーディネーター 

  各あんしんケアセンターに１名配置しています。 

  あんしんケアセンター圏域内で活動します。 

  認知症地域支援推進員を兼ねます。 

  

３ 生活支援コーディネーターの役割 

 （１）資源開発 

    マッチングの推進に向け、地域に不足する生活支援・介護予防サービスの創出や（（既存の活 

動を地域とつなげることも含む）、サービスの担い手の養成、元気な高齢者などが担い手とし 

て活動する場の確保などを行います。 

 

 （２）ネットワークの構築 

    資源開発やマッチングの推進に向け、多様な主体を含む関係者間の情報共有や、生活支援（・ 

介護予防サービスを提供する団体間の連携の体制づくりなどを行います。 

 

 （３）マッチング 

    高齢者が、インフォーマルサービスも利用し、住み慣れた地域での生活を維持できるよう、 

高齢者の支援ニーズと生活支援・介護予防サービスを提供する団体とをつなぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
千葉市政だより（令和４年１０月号） 



４ 生活支援サイト 

 生活支援コーディネーターが把握した「交流の場」や「通いの場」、「生活支援・介護予防サービ

ス」などの資源情報を、集約・掲載しているサイトです。 

 

 


